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≡ 1 2 ⌐ ⇔√ ⱪ꜡◓ꜝⱶ│

5 ⌐ ⇔≡ 11 ⱪ꜡◓ꜝⱶ│
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⇔≡ 11 ≤⌂∫≡⅔╡ ⌐⅔↑╢ 5 ─ │

╩╒╓ ⇔≡™╢⁹ 

─ ⅜ ╩ ∫≡™√ ┘ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ≤⇔≡ ◖
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   ウ 学生納付金の設定の考え方 

─ │ 817,800 535,800 282,000 ≢

─ ≤ ≢№╢⁹ 

     

ᵒ 学生確保に向けた具体的な取組状況 

☻ⱴכ♩♁◘▬◄♥▫ ─ ⅜ ╘╠╣√ ⌐│ ⅜

≤⌂∫≡ ⌐ ↑√ ╩ ℮⁹ ⌐│ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

     

(a)パンフレットやホームページ等による広報 

↑ ₈ ≢ ⅜ ═╢⅛₉⌐ ☻ⱴכ♩♁◘▬◄♥▫

⌐≈™≡ ∆╢⁹╕√ ─Ɽfiⱨ꜠♇♩╩ ⇔ ∆╢
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∆╢⁹ 

      

(b)留学生向けの説明会での広報 

╛ ╩ ⇔≡™╢ ╛ ─

─ ⱨ▼▪ ⌐ ⌐ ∆╢↓≤⌐╟╡ ╩ ⇔
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(c)大学説明会・入試説明会での広報 
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╩ ⇔≡™╢⅜ │ ∕╣╠─ ⌐⅔™≡╙ ☻ⱴכ

♩♁◘▬◄♥▫ ─ ╩ ℮⁹  

   

(2) 人材需要の動向等社会の要請 

ᵑ 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

☻ⱴכ♩♁◘▬◄♥▫ │ （IDEC: 

International Development and Cooperation）⅜ 1994 ⅛╠ 25 ⌐╦√∫≡ ∫
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ᵒ 上記ᵑが社会的，学術的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

    （社会的な人材需要の動向等） 
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   資料 1 
 
本学の学部生に対するアンケート結果 
 
■実施期間 令和 4 年 2 月 7 日～21 日 
 
■回答件数 416（日本人学生 411，留学生 5） 
 
■所属学部 

学部名 件数 
総合科学部 26 
文学部 26 
教育学部 84 
法学部 30 
経済学部 20 
理学部 63 
医学部 8 
歯学部 10 
薬学部 20 
工学部 76 
生物生産学部 23 
情報科学部 30 

 
■卒業（見込）年月 

卒業（見込）年月 件数 
2022 年 3 月 88 
2023 年 3 月 79 
2024 年 3 月 94 
2025 年 3 月 146 
2026 年 3 月 5 
2027 年 3 月 4 

 
問 1 博士課程前期への入学の希望 

回答 件数 
有（本学を希望） 101 
有（他大学を希望） 18 
有（希望大学未定） 31 
未定 133 
無し 133 
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問 2 博士課程前期への入学を希望する理由（複数回答可） 
回答 件数 

深い専門性を身に付けるため 136 
俯瞰的な知識と能力を身に付けるため 94 
修士の学位取得に興味があるから 64 
修士の学位を取得することで，就職に有利になるから 60 
国際的なコミュニケーション能力を身に付けるため 22 

 
問 3 スマートソサイエティ実践科学連係研究科（仮称）の博士課程前期に入学したいと思いますか 

回答 件数 
入学を希望する 6 
入学に興味がある 30 
入学を希望しない 55 
わからない 59 

 
問 4 興味がある領域（複数回答可） 

領域 件数 
サイバーフィジカルシステム 81 
スマートモビリティ 84 
スマートエネルギー 70 
スマートアグリカルチャー 84 
国際医療保健 54 
社会イノベーション科学 67 

 
問 5 本研究院の博士課程前期において修得させることを目指しているコンピテンシーが必要と思いま
すか 

コンピテンシー  

 



多様な利害関係者とコミュニケーションをとり，相互理解を
図るスキル 

148 5 29 

 
問 6 博士課程後期への進学の希望 

回答 件数 
有（本学を希望） 4 
有（他大学を希望） 5 
有（希望大学未定） 9 
未定 125 
無し 38 

 
問 7 博士課程後期への進学を希望する理由（複数回答可） 

回答 件数 
深い専門性を身に付けるため 17 
俯瞰的な知識と能力を身に付けるため 12 
博士の学位取得に興味があるから 7 
博士の学位を取得することで，就職に有利になるから 11 

117



政策実践や技術開発の影響をエビデンスに基づき分析し，事
業継続計画に反映する責任 

11 0 2 

社会参画を通じて，オンサイトで生じている課題を発見し，
時間－空間の再編成の視点でグローバルな解決策を実践する
行動力 

11 0 2 

多様な利害関係者を特定し，あらゆる手段でコミュニケーシ
ョンをとり，合意形成を図るスキル 

11 1 1 

 
■本研究院への要望等 
 情報科学の分野だけではなく、情報「工学」の分野の研究も広島大学の大学院で積極的にやるべ

きだと思う。 
 他の研究院との流動的なやりとりができるようになるといいかなと思いました。 
 広島大学生を学部生から育てて研究院にいれるように努力してください。 
 面白そうなのでどんどん躍進していってください。 
 この研究院の開設に留まらず、広島大学の学生が、実践で活躍する経済人と交流する機会をさら

に増やしていってほしい。 
 全学的な SDGs 実践とどのようにリンクしてくのか、具体的なプランを提示してほしい。 
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   資料 2 
 
本学の博士課程前期生，修了者に対するアンケート結果 
 
■実施期間 令和 4 年 2 月 7 日～21 日 
 
■回答件数 296（日本人学生 118，外国人留学生 178） 
 
■所属研究科 

研究科名 回答者数 うち在学者 うち修了者 
人間社会科学研究科 82 82 0 
先進理工系科学研究科 108 108 0 
統合生命科学研究科 33 33 0 
医系科学研究科 11 10 1 
国際協力研究科 49 0 49 
教育学研究科 1 0 1 
医歯薬保健学研究科 1 0 1 

 
■修了（見込）年月 

修了（見込）年月 件数 
2024 年 9 月 1 
2024 年 3 月 5 
2023 年 9 月 51 
2023 年 3 月 87 
2022 年 9 月 22 
2022 年 3 月 78 
2021 年 9 月 14 
2021 年 3 月以前 37 

 
問 1 博士課程後期への入学・進学の希望 

回答 回答者数 うち在学者 うち修了者 
有（本学を希望） 119 77 42 
有（他大学を希望） 5 4 1 
有（希望大学未定） 25 20 5 
未定 46 44 2 
無し 101 99 2 

 
問 2 博士課程後期への入学・進学を希望する理由（複数回答可） 

回答 件数 
深い専門性を身に付けるため 83 
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俯瞰的な知識と能力を身に付けるため 112 
国際的なコミュニケーション能力を身に付けるため 66 
博士の学位取得に興味があるから 60 
博士の学位を取得することで，就職に有利になるから 46 

問 3 スマートソサイエティ実践科学連係研究院（仮称）の博士課程後期に入学・進学したいと思いま
すか 

回答 回答者数 うち在学者 うち修了者 
入学・進学を希望する 66 26 40 
入学・進学に興味がある 15 15 0 
入学・進学を希望しない 26 24 2 
わからない 21 21 0 

問 4 興味がある領域（複数回答可） 
領域 件数 

サイバーフィジカルシステム 56 
スマートモビリティ 53 
スマートエネルギー 47 
スマートアグリカルチャー 47 
国際医療保健 37 
社会イノベーション科学 61 

問 5 本研究院の博士課程後期において修得させることを目指しているコンピテンシーが必要と思いま
すか 

コンピテンシー 必要 不必要 
わから 
ない 

先端的な AI 技術，デジタル社会基盤の知識を発展させ，多
面的な制約条件のもとに技術や政策の開発から社会実装まで
の一連のプロセスを提案し，実践につなげることのできる専
門知識 

104 3 10 

データサイエンスの技法を基盤とし，積極的平和につながる
スマートソサイエティ実践科学を創出し，実行できる世界観 

102 6 9 

開発した技術や実践政策の将来の世代へとつなぐ持続可能性
を常に意識し，多様性を活かす態度 

104 5 8 

政策実践や技術開発の影響をエビデンスに基づき分析し，事
業継続計画に反映する責任 

104 6 7 

社会参画を通じて，オンサイトで生じている課題を発見し，
時間－空間の再編成の視点でグローバルな解決策を実践する
行動力 

98 8 11 
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多様な利害関係者を特定し，あらゆる手段でコミュニケーシ
ョンをとり，合意形成を図るスキル 

100 4 13 

■本研究院への要望等
 国際公務員を目指せる人材教育の場が，できることを切望しています。 
 should have a lot of practical field trip at governmental organizations in countries 
 I would like to think about is some practical programme like the one held by Erasmus Mundus 

in Europe, in which students complete their programme in several universities. 
 I think it is nice to establish the new graduate school in response to smart society. 
 とても面白い取り組みだと思います。できる限り早く実現することを楽しみにしております。 
 とても魅力的な取り組みだと思います。応援しています。 
 健康管理等の医療系を希望します。 
 I would like further information about how the "advanced internship" is going to be 

implemented. 
 Seems like a good visionary program, with hands-on experience in companies and lots to be 

learned. High expectations from it! 
 サイバー世界は非時間化、非空間化と非身体化した世界、このような世界の到来のために哲学

（とりわけ倫理学）を準備しなければならない。 
 What kinds of scholarship offer to pursue the program. 
 The hardware (facilities, resources, environment etc.) and mindset (working progress, style 

etc.) of the university are not ready for this expertise of study and research. 
 I am interested in how AI will work in health system. 
 リハビリテーションなど健康に関することを広く多くの人に提供できるような技術などを勉強、

研究できそうであれば興味があります。 
 I would like to request that you include the aspect of smart learners as the largest group of our 

society more particularly in developing countries we found many young people (Education is 
key) focusing on education system that contribute to the formation of Innovative and smart 
society. 

 I think the Graduate School of Innovative and Practical Science for Smart Society is an 
excellent plan for Hiroshima University.  We live in a modern society that continuously 
encourage innovation and practical values. I am excited to see that Hiroshima University is 
constantly working on producing graduates who have values to improve themselves and the 
society. It will be a great privilege for me to get an admission for my Doctoral degree at the 
Graduate School of Innovative and Practical Science for Smart Society.  

 Expand the community through the world. 
 I hope there will be opportunities to get full scholarship to study on the new Graduate School. 
 I hope the Graduate School of Innovative and Practical Science for Smart Society has program 

or course deliver in English so the international students can join it. Besides, I hope there are 
scholarship program for Master and Doctoral degree program. 
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 I wish to go to the doctoral degree program of the Graduate School of Innovative and Practical 
Science for Smart Society. 

 It is perfectly designed. My expectation and suggestion is to please provide the opportunity for 
further education to the interested Alumni students first. 

 I appreciate that the plans include some soft skills that would facilitate the applicability of the 
acquired skills from the program itself.  I can't wait to be part of this program when it starts. 

 Skill development in multidisciplinary and practical approach is very important globally. The 
approach of Graduate School of Innovative and Practical Science for a Smart Society 
(proposed) could be a better solution in future career. 
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   資料 3 
 



問 2 本研究院の博士課程前期を修了した人材の採用を検討する場合，本研究院で修得させることを想
定する，どのコンピテンシーが必要と思われますか。【1 必要である, 2 そのようなコンピテンシーを
持つ人材を採用したい, 3 社員にそのようなコンピテンシーを学ばせたい, 4 不必要，5 わからない】
からあてはまるものをすべて選択してください。 

コンピテンシー 1 2 3 4 5 
先端的な AI 技術，デジタル社会基盤について幅広い知識を
持ち，技術や政策の開発や社会実装を提案できる専門知識 

68 56 48 6 7 

データサイエンスの技法を基盤とし，積極的平和につながる
スマートソサイエティ実践科学を着想できる世界観 

61 44 39 7 18 

世界共通目標を常に意識し，技術開発や政策実践に対する多
様性を尊重する態度 

74 42 39 5 6 

政策実践や技術開発の影響をエビデンスに基づき分析する責
任 

74 48 37 3 4 

社会参画を通じて，現場（オンサイト）で生じている課題を
発見し，解決策を実践する行動力 

66 52 44 1 9 

多様な利害関係者とコミュニケーションをとり，相互理解を
図るスキル 

85 48 42 2 2 

 
問 3 上記のコンピテンシーを備え，修士の学位を取得した人材についてどのようにお考えですか。  

回答 件数 
積極的に採用したい 62 
採用を検討したい 67 
採用しようとは思わない 6 

 
問 4 本研究院の博士課程後期を修了した人材の採用を検討する場合，本研究院で修得させることを想
定する，どのコンピテンシーが必要と思われますか。【1 必要である, 2 そのようなコンピテンシーを
持つ人材を採用したい, 3 社員にそのようなコンピテンシーを学ばせたい, 4 不必要，5 わからない】
からあてはまるものをすべて選択してください。 

コンピテンシー 1 2 3 4 5 
先端的な AI 技術，デジタル社会基盤の知識を発展させ，多面
的な制約条件のもとに技術や政策の開発から社会実装までの一
連のプロセスを提案し，実践につなげることのできる専門知識 

64 57 37 4 14 

データサイエンスの技法を基盤とし，積極的平和につながるス
マートソサイエティ実践科学を創出し，実行できる世界観 

62 46 33 7 20 

開発した技術や実践政策の将来の世代へとつなぐ持続可能性を
常に意識し，多様性を活かす態度 

75 48 32 1 9 

政策実践や技術開発の影響をエビデンスに基づき分析し，事業
継続計画に反映する責任 

73 49 39 0 9 
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社会参画を通じて，オンサイトで生じている課題を発見し，時
間－空間の再編成の視点でグローバルな解決策を実践する行動
力 

72 47 45 2 6 

多様な利害関係者を特定し，あらゆる手段でコミュニケーショ
ンをとり，合意形成を図るスキル 

86 41 37 0 9 

 
問 5 上記のコンピテンシーを備え，博士の学位を取得した人材について 

回答 件数 
積極的に採用したい 56 
採用を検討したい 69 
採用しようとは思わない 9 

 
問 6 外国人の採用について 

回答 件数 
積極的に採用したい 47 
採用を検討したい 60 
採用しようとは思わない 22 

 
問 7 2025 年度の新規採用予定者数 

採用予定者数 件数 
0 人 1 
1 人 13 
2 人 14 
3 人 7 
4 人 4 
5 人 10 
6 人 1 
7 人 1 
8 人 2 
9 人 1 
10 人 12 
11 人以上 10 
未定 56 

 
■本研究院への要望等 
 実務者（元 JICA 職員）で、社会人博士号を取得したものとしてコメントですが、博士取得者の

採用はまだ敷居が高いと思います。むしろ当面、社会人で広大で博士号を取らせることを考える
べきと思います。Online でもかなり指導は受けられますし、教員の方も月に一度は上京されるこ
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とも多いと思い、その際に指導を受けることもできます。実務経験を持ったものを広大がより引
き受けて博士号取得者を増やすことは、かなりの社会貢献になると思います。 

 I appreciate that the plans include some soft skills that would facilitate the applicability of the 
acquired skills from the program itself. 

 もっと実践を重視した形を見せてほしいと思いました。 
 It is super innovative idea and very necessary for community development in general. I am 

Alumni Master Student of HU and got so much interested to continue my education at PhD 
level in policy development field in this new Graduate School. Hopefully, to get once again the 
opportunity to continue my education at HU. 

 3 つのポリシーに基づいた教育が展開され、学生がキーコンピテンシーを養成されていくことを強
く願います。携われず申し訳ございませんが、行政の中間支援組織として協力できることがあれ
ば協力させていただきます。 

 プロフェッショナルエンジニア(Professional Engineer 専門職技師)以外、ビジネスイングリッシ
ュを取得できればと思います。 

 I hope the Graduate School of Innovative and Practical Science for Smart Society accept many 
international students with the scholarship program 

 It would be great to consider direct cooperation with companies and universities in other 
countries. Bringing the knowledge, accuracy and cutting-edge technologies of Hiroshima Uni. 
researchers together to the speed, management expertise and implementation capability of the 
private sector will create solutions that none of us could ever do alone in the timeframe the 
challenges ask for. We are open to discuss. 

 社会人ドクターの受入れ検討もお願いしたいと思います。 
 広島大学で行われているさまざまなイノベーションや改革の様子を普段の SNS の投稿などで拝見

し、自分自身鼓舞されております。IDEC の学生には社会人経験のある方々も多く、会社で働くこ
とで生じた疑問を研究へのアイデアとすることに優れた場所なのではないかと思います。また自
分自身妻が外国人で日本で職を探しているのですが、日本語ができないことでかなりの機会を逃
しております。今回の研究院のように、言語の問題を気にせずに、直接日本の雇用とダイレクト
に繋がる研究ができる場所は、その点から言っても非常に素晴らしいと率直に思います。 

 純粋な研究機関ではないので、博士取得者はとても少ないのですが、スマート農業や全国の畜産
に対する実践への貢献、国際的観点（海外留学制度もあり）は重視していますので、貴研究院か
らの積極的な応募をお待ちしています。 

 博士前期課程までの学生については、修士論文や卒業論文への取り組みが、仕事をしていく上で
の問題解決のためのアプローチ方法を学んでいるということを意識させていただきたい。 

 Looking at the structure, I am surprised that SDGs are not introduced at the Master's level. 
This is an essential requirement - when formulating strategy, applying for funding etc., so it is 
important at the Master's level, not just PhD - and would suggest to have it for all streams. I 
would also suggest that you offer more communication and leadership elements. Having seen 
many graduates come out with poor communication skills to sell themselves or their projects, 
being able to lead and communicate effectively in English is essential.  

-学生確保(資料)ｰ13ｰ



 参加学生の共通の知識基盤となるウェルビーイングとプロジェクトマネジメントも併せて修得し
て、幸福度の高い、新規性のある複雑性なイノベーション事業プロジェクトに人と人・組織のつ
ながりを創り、各自の学科の専門分野スキルを活かして顧客価値・社会的価値を実現できる人財
の育成を図って頂きたい。 

 I expect that this program will be available also to international students from Africa. 
 I think it is good idea to establish this graduate school which has specific field related to smart 

society issue. 
 一次産業にはゲームチェンジャーが必要だとは思いますが、いわゆる博士課程で研究する内容

と、実現場での作業にはかなりのギャップがありますので、そこに入り込んで改革するには相当
の覚悟が必要だと思います。 

 An interesting and innovative idea for a graduate school 
 The idea of establishing such a graduate school is very much appreciated and demanding for a 

smart society to identify and solve problems in smart ways. 
 A program to enable a wide cooperation with local business and organization would lead to 

more practice and realistic research themes and produces desirable results that in need to the 
local society.  

 データ活用によるスマート農業－食料チェーンを構築する上で必要な人材の育成 
 次代の日本を担う人材育成において、非常に有益なプログラム内容、取組だと感じております。 
 構想スライドに進路例として「コンサルタント」とあったため、該当する卒業生として一点申し

上げさせていただくと、ビジネス・実務家と関わる経験の追求に力を入れてはどうかと思いま
す。座学（講義、研究）の面については、究極的には学生個人の探究心次第といえ、大学側が用
意する学びについて大学間で大きな差があるとは思いません（例えば東大やハーバード大などと
比べて）。一方で、学生が社会にインパクトを与えるスケールの大きな仕事を志そうとするなら
ば、部屋にこもって思考実験をするだけでは足りず、実践と往復して初めて学びが昇華されるも
のと思います。これは極端なアイデアですが、せっかく新しい取り組みとして始めるならば、思
い切ってキャンパスを東京に設置する等はいかがでしょうか。東千田であれ東広島であれ、広島
にいる限りは社会人との交流や長期インターンへの参加機会は限られてしまいます。キャンパス
に閉じこもるだけでは社会づくりに関わる・実践するとは言い難いと思いますので、仕組みとし
て出かける・移動するような仕掛けになっていると面白いのではと思います。 

 Good initiative! Make sure to give the students international experience to learn new cultures. 
 これからの大学には、個性化とグローバル及びＳＤＧｓの発想教育がもとめられます。 
 Consider revising the provisional name to make it shorter but intuitive. Moreover, while we 

recognize that interdisciplinary and multisectoral education is an advantage, some 
international companies are hiring based on the specific specialization of a candidate. It might 
be good to offer other programs as well with specific specialization (e.g. Master of Engineering 
Major in Transportation Studies, Master of Science in Agriculture, etc.) 

 More emphasis should be given in the policy making. 
 物事に対して俯瞰的、多角的に見れ、課題の整理、解決案を自ら考え、実践できるような学生の

育成に期待致します。 
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 Train competent global citizens aware of new worldwide socio-economic and environmental 
challenges. 

 Currently and more so in the future basic training of a student involves intercultural training 
and excellent feel for global responsibilities. This involves information extraction from a 
multitude of sources. 

 For working in global scale and performance there is no replacement of these qualities. This 
school has the potential to do that. 

 Smart Society needs to be healthy and use healthy foods to maintain health and live longer. 
Therefore, if possible please consider food production, livestock rearing and agricultural goods. 
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スマートソサイエティ実践科学研究院設置構想に係るアンケート
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2022 年 2 月 7 日 

学士課程在学生 各位 

国立大学法人広島大学 
理事・副学長（グローバル化担当） 

金子 慎治 

広島大学スマートソサイエティ実践科学研究院（仮称）設置構想に関するアンケートについて（依頼） 

 広島大学では，広島大学大学院国際協力研究科（IDEC: International Development and Cooperation）
が培ってきた国際協力・国際開発に関する教育研究の資産とブランドを継承し，社会の要請の変化に対
応してあらゆる分野をも融合することで，Society5.0 を国際展開し，「スマートソサイエティ実践科学」
の実現を担うグローバル人材を養成するスマートソサイエティ実践科学研究院（仮称）の設置を構想し
ています。 

本アンケートは，本研究院の今後の検討に活用させていただくものです。いただいた回答は本学で厳
重に管理し，本研究院設置の検討以外の目的には使用いたしません。また，本アンケートの結果は，個
人が特定される形で，データが公表されることはありません。 

2 月 21日（月）までに，以下の URL から WEB アンケートに回答してください。 
https://docs.google.com/forms/d/1G1-f9x8HuE7VANfU9iM7prkql3XM8upvu7sd1v6-wWQ/edit 
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˲ІЫ˔ЕЊЂϱϵГϰם ᴬᶘᾆẕԚˢᴠ ˣχ ◙βϜχ˳ 
 ᵦᵫ χ⁯∑›ӪπΚϥ SDGs χ τΰΪοʼᵈΥ⁯ψˮSociety 5.0˯χםᾝϬ ΰʼ
ᵦτ ἄΪοζχּזᵓ ῟ᴮϬם βϥθϛτ σД˔ЌЂϱϵрІϞ Ῥ ʼкЩАЕῬᶘσς
χ χ ∙ τ︡Ϥ ϭπΜϘβʻ ʼᵈΥ⁯ψ Ψχ ⁯τ ΰοᴆ ρ ό︠ σכ

⁯ρΰο‟ᾅΰοΦοΣϤʼ₈ῇχ⁯∑ᵫ ʼSDGs τ ΰοϜԏΦ Φ Φσ ᶤΥṍ ήϦ
οΜϘβʻΰΤΰʼ ᵺ Ϭ βϥ ∙ ЄІГЭʼ τ ⁯ḧכ π χ ●‹ӟ χᶘӡ
ФкϽжЭχ⁯∑ ρ ꜛ τϙϥ⁯∑ẵ ψʼᴆ χῇ Ϭ ΰοΜϥρᾠϩίϥϬ Ϙδϭ  ̒
 ДЅЌиּזᵓṁ Ϭᶨ ΰʼὊↄ χ τ μο ╛ᴟΰθּזᵓ ᴿ τνΜοἇ Τνם

σᵔὨ├Ϭ ꜘβϥρρϜτʼ θσ▀ỘϬ ΰʼᵈΥ⁯χ⁯∑ σẵ ếᴟτὌΫϥ χ
ˮSociety 5.0 χ⁯∑ ᵫ˯Υᾝ∕ếΨẐϛϣϦοΜϘβʻˮ Society 5.0˯χ⁯∑ ᵫϬ ΞϽк˔Ни
σ ∙τψ ᵓχזּ̓ χ ᴟτ ᴂΰοΚϣϠϥ ϬϜ ›βϥˮ ІЫ˔ЕЊЂϱϵГϰם ᴬᶘ˯
Ϭם ΰʼζχ⁯∑ ᵫϬ βϥ‰ σЀрСГрЄ˔Υ πβʻ 

ˮІЫ˔ЕЊЂϱϵГϰ˯ρψʼЂϱН˔Ἃḧˢᴠ ἋḧˣρТϰЅϸиἋḧˢᾝםἋḧˣϬ‰ τ
›ήδθЄІГЭτϢϤ Ὂ̓ↄ ρּזᵓ ᴿ χᵔὨϬ βϥʼ ḧ χּזᵓπβʻˮ ІЫ˔Е

ЊЂϱϵГϰם ᴬᶘ˯ρψʼ Ẕ Τϣ ӽЀЬвИГϰτ♩ϥϘπ σІЫ˔ЕЊЂϱϵГϰ
τΣΜοʼⱲἋϬ Πο ◊Ϟ ᴟχӰσϥ ӽᴿ τ τ ›ήδϥ ὓϞṪ ᵫ Ϭם β
ϥθϛχם ᴬᶘ πβʻ 

ᾆẕԚψʼ σ χ⾼ σ ꜡ρזּםᵓπχם Ϭ ϙ›ϩδϥế σ ›ЮϸИЇЭϬ β
ϥˮІЫ˔ЕЊЂϱϵГϰם ᴬᶘ˯Ϭ ΰʼᴿ ᵔὨχθϛχӰ χ ꜡ρם χ › χᶘ

ᴮϬῲΨϽк˔Ниτ ᵫπΦϥ⾼ ∙Ϭ ΰϘβʻ 
 
˲ ˳ 
 ῲ ᶘ ῲ ϺарОІˢῲ ᾉ ῲ ◕Ố╦ˣẉόᵄϺарОІˢῲ ᾉῲ ◕ Ỹᵄˣ 
 
˲ᶘ Ỳ˳ 
 ᶘ  ͎͔͎ʼ͌͌͌דʼ Ộ  ṍ  ͎͓͒ʼ͕͌͌דˢ ᶛ ͑͏͑ʼ͔͌͌דˣ 
ˢ ṜṜ∏χỲᶛψ ͏ ͐Ὦᾝ∕χϜχπβʻ ᶘⱲẉό∕ᶘ τ Ỳχᵠ Υ“ϩϦθ ›
τψʼᵠ ῇχ ỲϬ βϥάρτσϤϘβʻx  
 
˲ῲ ᶘІЫ˔ЕЊЂϱϵГϰם ᴬᶘᾆẕԚˢᴠ ˣ   τḩβϥϯрϾ˔Е˳ 

̙ Κσθχ βϥᶘ ʼᶘᴬϬ ΰοΨιήΜʻˮ ζχ ˯χ ›ψʼἇ σ ϬṜ ΰ
οΨιήΜʻ 

1ˣ ›ᴬᶘ ›ᴬᶘᴬ 
2ˣ ›ᴬᶘ ⁯∑Ặ ᶘᴬ 
3) ᶘ ᶘᴬ 
4) ễӾᶘ ԁ (ᶘ ễӾὉ) 
5) ễӾᶘ (ᴬᶘ ᴟễӾὉ) 
6) ễӾᶘ ╣ (ᾠ῎ ᴟễӾὉ) 
7) ễӾᶘ ◌ ( ᵶᶨ ễӾὉ) 
8) ễӾᶘ ᾿ ( ḧἹ ṁ Ὁ) 

2-学生確保(資料)ｰ18ｰ



9) ᶘ ᶘᴬ 
10) Ὂↄᶘ Ὂↄᶘᴬ 
11) ᶘ ᶘᴬ 
12) ᶘ ᶘᴬ 
13) ᶘ ᴟᶘᴬ 
14) ᶘ ᶘᴬ 
15) ᶘ Ẕ ЄІГЭᶘᴬ 
16) Ӻᶘ Ӻᶘᴬ 
17) Ӻᶘ ὲᶘᴬ 
18) ⱦᶘ ⱦᶘᴬ 
19) ⱦᶘ ῢ‘ ὲᶘᴬ 
20) ᶘ ᶘᴬ 
21) ᶘ ᴬᶘᴬ 
22) Ῥᶘ ԁ (Ṑᵣʾ ʾ∙ ʾϵКиϻ˔Ὁ) 
23) Ῥᶘ ( ṓ ◓ʾЄІГЭ Ὁ) 
24) Ῥᶘ ╣ (ᴂ ᴟᶘʾ ῬᶘʾᴟᶘῬᶘὉ) 
25) Ῥᶘ ◌ (ὺ ʾḕẽὉ) 
26) ▀ᶘ ▀ᶘᴬ 
27) ᴬᶘ ᴬᶘᴬ 
28) ζχ  
 ᶘ ᶘᴬ :  

 
̙ ᶘ●ᴿ χ Ộᾋ₅ ὮϬṜ ΰοΨιήΜʻ 

Ộᾋ₅ Ὦ:      Ὦ 
 
̙ Κσθψ ᶘ πβΤʻ 

a) ψΜ 
b) ΜΜΠ 

 
1 ●ᴿ ṍϒχ ᶘχṆ  
a) ˢ ᶘϬṆ ˣ 
b) ˢ ᶘϬṆ ˣ 
c) ˢṆ ᶘ ˣ 
d)  
e)  

 
  2 ●ᴿ ṍϒχ ᶘϬṆ βϥ ρΰοʼΚοψϘϥϜχϬβϓο ΰοΨιήΜʻ 

ˮζχ ˯χ ›ψʼἇ σ ϬṜ ΰοΨιήΜʻ 
 a) Μ Ϭ τ Ϊϥθϛ 
 b) σ ꜡ρ Ϭ τ Ϊϥθϛ 
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 c) ⁯∑ σЀЬвИϾ˔Єдр Ϭ τ Ϊϥθϛ 
 d) ●χᶘӡ︡ τọ ΥΚϥΤϣ 
 e) ●χᶘӡϬ︡ βϥάρπʼ τ τσϥΤϣ 
 f) ζχ  

 
 
˲ІЫ˔ЕЊЂϱϵГϰם ᴬᶘᾆẕԚχ ●ᴿ ṍˢ ●ᴿ ˣτνΜο˳ 

ῲ ᶘІЫ˔ЕЊЂϱϵГϰם ᴬᶘᾆẕԚˢᴠ ˣχ ●ᴿ ṍπψ S̓ociety5.0 τḩ βϥ
χṁ ꜡ρ Ϭᶘϭιᶘ●‹︡ ϬῲΨיּ Ϊ ϦʼSociety 5.0 χ⁯∑ ᵫχ σ Ϭ

ῲΜ♪ π ꜡πΦϥṁ Ϭ ΰʼζϦϬᵔὨπΦϥ Ϭ δⱱν ∙Ϭ ΰϘβʻ ●ᴿ
ṍ ῇχ ψʼᾆẕṐḩπχᾆẕּיϬ ◙β ●ᴿ ῇṍϒχ ᶘτᴥΠοʼ⁯∑ṐḩϞᶆ⁯

χ ṐḩʼNGOʼЄрϼЌрϼʼ › ʼЯРзГϰʾϵКиϻ˔ʾזּ ʾӺ τḩ βϥḼỘ
Ϭ ΰοΜϘβʻ 
 

3 ΚσθψʼІЫ˔ЕЊЂϱϵГϰם ᴬᶘᾆẕԚˢᴠ ˣχ ●ᴿ ṍτ ᶘΰθΜρ◘Μ
ϘβΤʻⱳΤϣԁν ΰοΨιήΜʻ 
a) ᶘϬṆ βϥ 
b) ᶘτọ ΥΚϥ 
c) ᶘϬṆ ΰσΜ 
d) ϩΤϣσΜ 

 
4 ІЫ˔ЕЊЂϱϵГϰם ᴬᶘᾆẕԚˢᴠ ˣπψʼⱳχ a)Τϣ f)χ ӽπ › σễӾʾᾆẕ
Ϭ“ΜϘβʻọ ΥΚϥϜχϬβϓο ΰοΨιήΜʻ 
a) 



χ∕Ϥ ʼ ὲ ├ϞзМРзГ˔Єдрχ︡ ʼῢ‘χὲῴᴬᶘτνΜοᾝ χ Ϭ ḯΰ
ο βϥ ӽ 

f) ּזᵓϱЛЦ˔Єдрᴬᶘ 
AI ϞṐᵣᶘ σςχДЅЌи Ϭ ớ τ Μθ σӪ◘Ὠ χᴬᶘτ ΰ E̓BPM
τϢϥẁḢ σּזᵓ τ ϘΰΜ ├Ἱ σςχּזᵓᴬᶘ︣ τṁξΜθ ΰΜ ├ ӛʾ ʾ

ᴣϬᶆ π ΰοם“βϥ ӽ 
g) ΜγϦτϜọ ΥσΜ 

 
5 ΚσθψʼІЫ˔ЕЊЂϱϵГϰם ᴬᶘᾆẕԚˢᴠ ˣχ ●ᴿ ṍτΣΜο ήδϥ

άρϬ ◙ΰοΜϥЀрСГрЄ˔Υ ρ◘ΜϘβΤˁ ˲1 πΚϥ, 2 , 3 ϩΤϣσ
Μ˳Τϣԁν ΰοΨιήΜʻˮ ζχ ˯χ ›ψʼἇ σ ϬṜ ΰοΨιήΜʻ 

a) σ AI Ṫ ʼДЅЌиּזᵓṁ τνΜο ῲΜ ꜡ϬⱱκʼṪ Ϟ ├χᵫ Ϟּזᵓם
Ϭ ӛπΦϥ ꜡ˢ1,2,3ˣ 
b) Д˔ЌЂϱϵрІχṪ Ϭṁ ρΰʼ ớ τνσΥϥІЫ˔ЕЊЂϱϵГϰם ᴬᶘϬ

πΦϥ ᵦḢˢ1,2,3ˣ 
c) ᵦẶ Ϭ τӪ꜡ΰʼṪ ᵫ Ϟ ם├ τ βϥ Ϭ βϥ ˢ1,2,3ˣ 
d) ├ם ϞṪ ᵫ χֲốϬϵРДрІτṁξΦ βϥ ˢ1,2,3ˣ 
e) ּזᵓ╥ᵊϬ αοʼᾝ ˢϷрЂϱЕˣπ αοΜϥᴿ Ϭ ᾋΰʼᵔὨ├Ϭם βϥ“
ˢ1,2,3ˣ 
f) σ ᵲḩἰּיρЀЬвИϾ˔ЄдрϬρϤʼ ῀ ᵔϬ ϥІϺиˢ1,2,3ˣ 

 g) ζχ  
      
  

6 ●ᴿ ῇṍϒχ ᶘχṆ  
a) ˢ ᶘϬṆ ˣ 
b) ˢ ᶘϬṆ ˣ 
c) ˢṆ ᶘ ˣ 
d)  
e)  

 
7 ●ᴿ ῇṍϒχ ᶘϬṆ βϥ ρΰοʼΚοψϘϥϜχϬβϓο ΰοΨιήΜʻ 

ˮζχ ˯χ ›ψʼἇ σ ϬṜ ΰοΨιήΜʻ 
a) Μ Ϭ τ Ϊϥθϛ 
b) σ ꜡ρ Ϭ τ Ϊϥθϛ 
c) ⁯∑ σЀЬвИϾ˔Єдр Ϭ τ Ϊϥθϛ 
d) ●χᶘӡ︡ τọ ΥΚϥΤϣ 
e) ●χᶘӡϬ︡ βϥάρπʼ τ τσϥΤϣ 
f) ζχ  
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2022 年 2 月 7 日 

博士課程前期生，博士課程前期修了者 各位 

国立大学法人広島大学 
理事・副学長（グローバル化担当） 

金子 慎治 

広島大学スマートソサイエティ実践科学研究院（仮称）設置構想に関するアンケートについて（依頼） 

広島大学では，広島大学大学院国際協力研究科（IDEC: International Development and Cooperation）
が培ってきた国際協力・国際開発に関する教育研究の資産とブランドを継承し，社会の要請の変化に対
応してあらゆる分野をも融合することで，Society5.0 を国際展開し，「スマートソサイエティ実践科学」
の実現を担うグローバル人材を養成するスマートソサイエティ実践科学研究院（仮称）の設置を構想し
ています。 

本アンケートは，本研究院の今後の検討に活用させていただくものです。いただいた回答は本学で厳
重に管理し，本研究院設置の検討以外の目的には使用いたしません。また，本アンケートの結果は，個
人が特定される形で，データが公表されることはありません。 

2 月 14 日（月）までに，以下の URL から WEB アンケートに回答してください。 
https://docs.google.com/forms/d/1Yhm40PaR79PJcwcGkr21mvpgWIFPyNxTHwgVjXfKldU/edit 
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【スマートソサイエティ実践科学研究院（仮称）の目指すもの】 
 世界開発目標の国際合意である SDGs の達成に向けて，我が国は「Society 5.0」の実現を提唱し，世
界に先駆けてその社会的効果を実証するために必要なデータサイエンスや人工知能，ロボット工学など
の分野の人材養成に取り組んでいます。他方，我が国は多くの発展途上国に対して欧米と並び主要な援
助国として貢献してきており，今後の国際開発，SDGs 達成に対しても引き続き大きな役割が期待され
ています。しかし，当該分野を先導する人材養成システム，特に多国間援助で必須の修士号以上の学位
プログラムの国際通用性と独自性にみる国際競争力は，欧米の後塵を拝していると言わざるを得ません。 
 デジタル社会基盤を活⽤し，経済発展の発展に伴って複雑化した社会的課題について具体的かつ実践
的な解決策を提⽰するとともに，新たな産業を創出し，我が国の国際的な競争⼒強化に繋げる知の創⽣
「Society 5.0 の国際展開」が現在強く求められています。「Society 5.0」の国際展開を担うグローバル
な人材には，社会の要請の変化に対応してあらゆる分野をも融合する「スマートソサイエティ実践科学」
を実践し，その国際展開を先導する高度なコンピテンシーが必要です。 

「スマートソサイエティ」とは，サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に
融合させたシステムにより，経済発展と社会的課題の解決を両立する，人間中心の社会です。「スマー
トソサイエティ実践科学」とは，地球全体から地域コミュニティに至るまで多様なスマートソサイエテ
ィにおいて，時空を超えて歴史や文化の異なる地域課題に柔軟に適合させる制度設計や技術開発を実装
するための実践科学分野です。 

本研究院は，多様な分野の⾼度な知識と実社会での実践を組み合わせる強⼒な融合メカニズムを有す
る「スマートソサイエティ実践科学」を創出し，課題解決のための異分野の知識と実践の融合知の学術
成果を広くグローバルに展開できる⾼度⼈材を養成します。 
 
【設置場所】 
 広島大学 東広島キャンパス（広島県東広島市鏡山）及び霞キャンパス（広島県広島市南区霞） 
 
【学生納付金】 
 入学料 ２８２，０００円， 授業料 半期分 ２６７，９００円（年額 ５３５，８００円） 
（上記記載の金額は令和３年４月現在のものです。入学時及び在学中に納付金の改定が行われた場合に
は，改定後の納付金を納入することになります。） 
 
【広島大学スマートソサイエティ実践科学研究院（仮称）設置構想に関するアンケート】 
■ あてはまる記号を選択してください。「その他」の場合は，具体的な内容を記入してください。 
 a) 広島大学大学院博士課程前期生 
 b) 広島大学大学院博士課程前期修了者 
 c) その他 
    
 
■ あなたが所属する（修了した）研究科，専攻を選択してください。その他の場合は，詳細を記入し

てください。 
a) 人間社会科学研究科人文社会科学専攻 
b) 人間社会科学研究科教育科学専攻 

8-学生確保(資料)ｰ24ｰ



c) 先進理工系科学研究科先進理工系科学専攻 
d) 総合生命科学研究科統合生命科学専攻 
e) 医系科学研究科総合健康科学専攻 
f) 総合科学研究科総合科学専攻 
g) 文学研究科人文学専攻 
h) 教育学研究科学習開発学専攻 
i) 教育学研究科教科教育学専攻 
j) 教育学研究科日本語教育学専攻 
k) 教育学研究科教育学専攻 
l) 教育学研究科心理学専攻 
m) 教育学研究科高等教育学専攻 
n) 社会科学研究科法政システム専攻 
o) 社会科学研究科社会経済システム専攻 
p) 社会学研究科マネジメント専攻 
q) 国際協力研究科開発科学専攻 
r) 国際協力研究科教育文化専攻 
s）医歯薬保健学研究科医歯科学専攻 
t) 医歯薬保健学研究科口腔健康科学専攻 
u) 医歯薬保健学研究科薬科学専攻 
v) 医歯薬保健学研究科保健学専攻 
w) その他 

     研究科専攻等:  
 
■ 博士課程前期の修了（見込）年月を記入してください。 
修了（見込）年月:    年  月 

 
■ あなたは留学生ですか。 

a) はい 
b) いいえ 

 
 
問 1 博士課程後期への入学・進学の希望 

a) 有（本学を希望） 
b) 有（他大学を希望） 
c) 有（希望大学未定） 
d) 未定 
e) 無 

 
   問 2 博士課程後期への入学・進学を希望する理由として，あてはまるものをすべて選択してください。

「その他」の場合は，具体的な内容を記入してください。 
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e) 国際医療保健 Global Health and Medical Science
AI や機械学習などの医療保健を革新するデジタル技術及び社会科学手法を踏まえつつ，Society5.0
における医療保健に係る国内・国際の潮流を構築する領域 

f) 社会イノベーション科学 Social Innovation Science
AI や機械学習などのデジタル情報分析技術を駆使した意思決定の科学に精通し，定量的な政策評価
と厳密な理論に基づいた次世代の政策立案，その社会実装を独立して実行する領域

g) いずれにも興味がない

問 5 あなたは，スマートソサイエティ実践科学研究院（仮称）の博士課程後期において修得させるこ
とを目指しているコンピテンシーを必要と思いますか？ 【1 必要である, 2 不必要, 3 わからない】か
ら一つ選択してください。「その他」の場合は，具体的な内容を記入してください。 

a) 先端的な AI 技術，デジタル社会基盤の知識を発展させ，多面的な制約条件のもとに技術や政策の
開発から社会実装までの一連のプロセスを提案し，実践につなげることのできる専門知識（1,2,3） 
b) データサイエンスの技法を基盤とし，積極的平和につながるスマートソサイエティ実践科学を創
出し，実行できる世界観（1,2,3） 
c) 開発した技術や実践政策の将来の世代へとつなぐ持続可能性を常に意識し，多様性を活かす態度
（1,2,3） 
d) 政策実践や技術開発の影響をエビデンスに基づき分析し，事業継続計画に反映する責任（1,2,3）
e) 社会参画を通じて，オンサイトで生じている課題を発見し，時間－空間の再編成の視点でグロー
バルな解決策を実践する行動力（1,2,3） 
f) 多様な利害関係者を特定し，あらゆる手段でコミュニケーションをとり，合意形成を図るスキル
（1,2,3） 
g) その他

スマートソサイエティ実践科学研究院（仮称）に，要望等がありましたら記入してください。 

アンケートにご協力いただきありがとうございました。 
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https://docs.google.com/forms/d/1u0idOqfDcMnP6bE2g0e3RZnu-qXtgWwpyNrFbTR1kRs/edit


■ ご所属，ご氏名，連絡先をご記入ください。 
 貴社，機関，自治体等名  
 ご回答者氏名  
 ご回答者役職名  
 お電話番号  
 E-mail  

 
■ 業種を次の A～S の中から選択してください 
参考 （総務省「日本標準産業分類」（平成 25 年 10 月改定）） 
A. 農業，林業 
B. 漁業 
C. 鉱業，採石業，砂利採取業 
D. 建設業 
E. 製造業 
F. 電気・ガス・熱供給・水道業 
G. 情報通信業 
H. 運輸業，郵便業 
I. 卸売業，小売業 
J. 金融業，保険業 
K. 不動産業，物品賃貸業 
L. 学術研究，専門・技術サービス業 
M. 宿泊業，飲食サービス業 
N. 生活関連サービス業，娯楽業 
O. 教育，学習支援業 
P. 医療，福祉 
Q. 複合サービス事業 
R. サービス業（他に分類されないもの） 
S. 公務（他に分類されるものを除く） 
 
「A.農業」を選択した場合は，中分類を，次の中から選択してください。 

A-10. 管理，補助的経済活動を行う事業所（01 農業） 
A-11. 耕種農業 
A-12. 畜産農業 
A-13. 農業サービス業（園芸サービス業を除く） 
A-14. 園芸サービス業 

 
「D.建設業」を選択した場合は，中分類を，次の中から選択してください。 

D-06. 総合工事業 
D-07. 職別工事業(設備工事業を除く) 
D-08. 設備工事業 
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「E.製造業」を選択した場合は，中分類を，次の中から選択してください。 
E-09. 食料品製造業 
E-10. 飲料･たばこ･飼料製造業 
E-11. 繊維工業 
E-12. 木材･木製品製造 
E-13. 家具･装備品製造業 
E-14. パルプ･紙･紙加工品製造業 
E-15. 印刷･同関連業 
E-16. 化学工業 
E-17. 石油製品・石炭製品製造業 
E-18. プラスチック製品製造業 
E-19. ゴム製品製造業 
E-20. なめし革・同製品・毛皮製造業 
E-21. 窯業・土石製品製造業 
E-22. 鉄鋼業 
E-23. 非鉄金属製造業 
E-24. 金属製品製造業 
E-25. はん用機械器具製造業 
E-26. 生産用機械器具製造業 
E-27. 業務用機械器具製造業 
E-28. 電子部品･デバイス･電子回路製造業 
E-29. 電気機械器具製造業 
E-30. 情報通信機械器具製造業 
E-31. 輸送用機械器具製造業 
E-32. その他の製造業 

「F. 電気・ガス・熱供給・水道業」を選択した場合は，中分類を，次の中から選択してください。 
F-33. 電気業 
F-34. ガス業 
F-35. 熱供給業 
F-36. 水道業 

「G.情報通信業」を選択した場合は，中分類を，次の中から選択してください。 
G-37. 通信業 
G-38. 放送業 
G-39. 情報サービス業 
G-40. インターネット附随サービス業 
G-41. 映像・音声・文字情報制作業 
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「J.金融業，保険業」を選択した場合は，中分類を，次の中から選択してください。 
J-62. 銀行業 
J-63. 協同組織金融業 
J-64. 貸金業，クレジットカード業等非預金信用機関 
J-65. 金融商品取引業，商品先物取引業 
J-66. 補助的金融業等 
J-67. 保険業（保険媒介代理業，保険サービス業を含む） 

 
「L.学術研究，専門･技術サービス業」を選択した場合は，中分類を，次の中から選択してください。 

L-71. 学術･開発研究機関 
L-72. 専門サービス業 （法律事務所，特許事務所，著述業，など） 
L-73. 広告業 
L-74. 技術サービス業 （建築設計業，商品検査業，など） 

 
「O.教育，学習支援業」を選択した場合は，中分類を，次の中から選択してください。 

O-81. 学校教育 
O-82. その他の教育，学習支援業 

 
「P. 医療，福祉」を選択した場合は，中分類を，次の中から選択してください。 

P-83. 医療業 
P-84. 保健衛生 
P-85. 社会保険･社会福祉･介護事業 

 
「S.公務」を選択した場合は，中分類を，次の中から選択してください。 

S-97. 国家公務 
S-98. 地方公務 

 
【スマートソサイエティ実践科学研究院（仮称）の目指すもの】 
 世界開発目標の国際合意である SDGs の達成に向けて，我が国は「Society 5.0」の実現を提唱し，世
界に先駆けてその社会的効果を実証するために必要なデータサイエンスや人工知能，ロボット工学など
の分野の人材養成に取り組んでいます。他方，我が国は多くの発展途上国に対して欧米と並び主要な援
助国として貢献してきており，今後の国際開発，SDGs 達成に対しても引き続き大きな役割が期待され
ています。しかし，当該分野を先導する人材養成システム，特に多国間援助で必須の修士号以上の学位
プログラムの国際通用性と独自性にみる国際競争力は，欧米の後塵を拝していると言わざるを得ません。 
 デジタル社会基盤を活⽤し，経済発展の発展に伴って複雑化した社会的課題について具体的かつ実践
的な解決策を提⽰するとともに，新たな産業を創出し，我が国の国際的な競争⼒強化に繋げる知の創⽣
「Society 5.0 の国際展開」が現在強く求められています。「Society 5.0」の国際展開を担うグローバル
な人材には，社会の要請の変化に対応してあらゆる分野をも融合する「スマートソサイエティ実践科学」
を実践し，その国際展開を先導する高度なコンピテンシーが必要です。 

「スマートソサイエティ」とは，サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に
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融合させたシステムにより，経済発展と社会的課題の解決を両立する，人間中心の社会です。「スマート
ソサイエティ実践科学」とは，地球全体から地域コミュニティに至るまで多様なスマートソサイエティ
において，時空を超えて歴史や文化の異なる地域課題に柔軟に適合させる制度設計や技術開発を実装す
るための実践科学分野です。 

本研究院は，多様な分野の⾼度な知識と実社会での実践を組み合わせる強⼒な融合メカニズムを有す
る「スマートソサイエティ実践科学」を創出し，課題解決のための異分野の知識と実践の融合知の学術
成果を広くグローバルに展開できる⾼度⼈材を養成します。 
 
【設置場所】 
 広島大学 東広島キャンパス（広島県東広島市鏡山）及び霞キャンパス（広島県広島市南区霞） 
 
【学生納付金】 
 入学料 ２８２，０００円， 授業料 半期分 ２６７，９００円（年額 ５３５，８００円） 
（上記記載の金額は令和３年４月現在のものです。入学時及び在学中に納付金の改定が行われた場合に
は，改定後の納付金を納入することになります。） 
 
【スマートソサイエティ実践科学研究院の博士課程前期（修士課程）について】 

スマートソサイエティ実践科学研究院（仮称）の博士課程前期では，Society5.0 に関連する分野の基
礎知識と素養を学んだ学士号取得者を広く受け入れ，Society 5.0 の国際展開の多様な問題を幅広い視野
で認識できる基礎力を有し，それを解決できる専門力を併せ持つ人材を養成します。博士課程前期修了
後の進路は，研究機関での研究者を目指す博士課程後期への進学に加えて，国際機関や各国の政府機関，
NGO，シンクタンク，総合商社，モビリティ・エネルギー・食糧・医療に関連する企業等を想定してい
ます。 
 
【スマートソサイエティ実践科学研究院の博士課程後期（博士課程）について】 

スマートソサイエティ実践科学研究院（仮称）の博士課程後期では，Society5.0 に関連する分野の専
門基礎知識を学んだ修士号取得者を広く受け入れ，博士課程前期又は企業等の現場で修得した基礎力と
それを実践する専門力をさらに学術的に発展させ，分野の異なる研究者等と協働でスマートソサイエテ
ィ実践科学を創出できる人材を養成します。博士課程後期修了後の進路は，スマートソサイエティ実践
科学を創出する研究者及び企業家を中心に，国際機関や各国の政府機関，NGO，シンクタンク，総合商
社，民間企業等でマネジメント能力を発揮できる職を想定しています。 
 
【広島大学大学院スマートソサイエティ実践科学研究院（仮称）設置構想に関するアンケート】 
問 1 スマートソサイエティ実践科学研究院（仮称）では，以下の a)から f)の領域で融合的な教育・研

究を行います。貴社において，本研究院を修了した人材の採用を検討する場合，どの領域を学んだ
人材に興味がありますか。あてはまるものをすべて選択してください。 

a) サイバーフィジカルシステム Cyber Physical System 
センシング・ネットワーク技術，AI 分析技術，制御・ロボティクス技術に係る専門知識を習得し，
Society 5.0 が目指すスマート社会の基盤となるサイバーフィジカルシステム技術を様々な場面で
社会実装する領域 
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b) スマートモビリティ Smart Mobility 
AI や機械学習などのデジタル社会基盤と交通インフラを同時に計画・設計し，EBPM や合意形成
などの社会科学手法に基づいて既存のモビリティサービスを高度化する領域 

c) スマートエネルギー Smart Energy 
AI や機械学習などのデジタル社会基盤と最適なエネルギー利用システムを同時に計画・設計し， 
EBPM や合意形成などの社会科学手法に基づいて既存のエネルギーシステムを高度化する領域 

d) スマートアグリカルチャー Smart Agriculture 
情報・AI 技術によるセンシングやアナリティクスを取り入れた生物学，環境学，食品学をコアと
して，そこに機械工学，ロボット技術を導入する食資源の新技術体系を構築する横断型専門教育を
行う。さらに，社会・経済学的な共通科目を加えることで，食資源を垂直統合的に理解し，世界に
おける持続的な食料生産という課題を解決する領域 

e) 国際医療保健 Global Health and Medical Science 
SDGs の掲げる「すべての人に健康と福祉を」を目指し，グローバルな視点で公衆衛生や医療政策
の在り方，保健政策やリハビリテーションの取組，口腔の健康科学について現状の問題点を包含し
て修得する領域 

f) 社会イノベーション科学 Social Innovation Science 
AI や機械学習などのデジタル情報分析を積極的に用いた定量的な意思決定の科学に精通し，EBPM
による客観的な社会的に望ましい政策形成などの社会科学手法に基づいた新しい政策立案・分析・
評価を各分野で独立して実行する領域 

 g) いずれにも興味がない 
 
問 2 貴社，貴機関において，本研究院の博士課程前期を修了した人材の採用を検討する場合，本連係

研究科で修得させることを想定する，以下の a)から f)のコンピテンシーが必要と思われますか。 
【1 必要である, 2 そのようなコンピテンシーを持つ人材を採用したい, 3 社員にそのようなコンピ
テンシーを学ばせたい, 4 不必要，5 わからない】から，あてはまるものを選択してください。 
「その他」の場合は，具体的な内容をご記入ください。 

 a) 先端的な AI 技術，デジタル社会基盤について幅広い知識を持ち，技術や政策の開発や社会実装を
提案できる専門知識（1,2,3,4,5） 
b) データサイエンスの技法を基盤とし，積極的平和につながるスマートソサイエティ実践科学を着
想できる世界観（1,2,3,4,5） 
c) 世界共通目標を常に意識し，技術開発や政策実践に対する多様性を尊重する態度（1,2,3,4,5） 
d) 政策実践や技術開発の影響をエビデンスに基づき分析する責任（1,2,3,4,5） 
e) 社会参画を通じて，現場（オンサイト）で生じている課題を発見し，解決策を実践する行動力
（1,2,3,4,5） 
f) 多様な利害関係者とコミュニケーションをとり，相互理解を図るスキル（1,2,3,4,5） 

 g) その他 
 
 
問 3 上記のコンピテンシーを備え，修士の学位を取得した人材についてどのようにお考えですか。 

次から一つ選択してください。「その他」の場合は，具体的な内容をご記入ください。 
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a) 積極的に採用したい。 
b) 採用を検討したい。 
c) 採用しようとは思わない。 
d) その他 

      
 
問 4 貴社，貴機関において，本研究院の博士課程後期を修了した人材の採用を検討する場合，本研究

院で習得させることを想定する，以下の a)からｆ）のコンピテンシーが必要と思われますか。 
【1 必要である, 2 そのようなコンピテンシーを持つ人材を採用したい, 3 社員にそのようなコンピ
テンシーを学ばせたい, 4 不必要，5



問 7 2025 年度の新規採用予定者数をご回答ください。 
「その他」の場合は，具体的な内容をご記入ください。 

a)（    ）人 
b) 未定
c) その他

スマートソサイエティ実践科学研究院（仮称）に,ご要望等がございましたらご記入ください。 

アンケートにご協力いただきありがとうございました。 
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資料5

研究科 専攻
入学
定員

志願者
志願
倍率

受験者 合格者 辞退者 入学者 歩留率
定員

超過率
入学
定員

志願者
志願
倍率

受験者 合格者 辞退者 入学者 歩留率
定員

超過率
入学
定員

志願者
志願
倍率

受験者 合格者 辞退者 入学者 歩留率
定員

超過率

総合科学研究科 総合科学専攻 50 71 1.42 71 60 7 53 0.88 1.06 50 75 1.50 74 65 4 61 0.94 1.22 50 53 1.06 53 51 2 49 0.96 0.98

口腔健康科学専攻 12 23 1.92 22 22 3 19 0.86 1.58 12 16 1.33 16 16 3 13 0.81 1.08 12 16 1.33 16 16 3 13 0.81 1.08

保健学専攻 34 37 1.09 37 32 2 30 0.94 0.88 34 47 1.38 47 45 1 44 0.98 1.29 34 34 1.00 34 33 2 31 0.94 0.91

機械システム工学専攻 28 42 1.50 41 36 0 36 1.00 1.29 28 48 1.71 47 41 2 39 0.95 1.39 28 53 1.89 52 36 1 35 0.97 1.25

社会基盤環境工学専攻 20 32 1.60 30 29 1 28 0.97 1.40 20 43 2.15 41 35 0 35 1.00 1.75 20 39 1.95 37 34 0 34 1.00 1.70

システムサイバネティクス専攻 34 59 1.74 54 46 1 45 0.98 1.32 34 65 1.91 63 54 0 54 1.00 1.59 34 70 2.06 69 58 2 56 0.97 1.65

情報工学専攻 37 53 1.43 52 44 2 42 0.95 1.14 37 65 1.76 64 55 4 51 0.93 1.38 37 68 1.84 66 56 4 52 0.93 1.41

生物資源科学専攻 24 34 1.42 34 31 3 28 0.90 1.17 24 27 1.13 27 26 0 26 1.00 1.08 24 38 1.58 37 36 5 31 0.86 1.29

生物機能開発学専攻 19 53 2.79 53 51 3 48 0.94 2.53 19 49 2.58 49 48 5 43 0.90 2.26 19 51 2.68 50 49 3 46 0.94 2.42

国際協力研究科 開発科学専攻 43 106 2.47 105 87 8 79 0.91 1.84 43 86 2.00 83 74 9 65 0.88 1.51 43 87 2.02 86 78 5 73 0.94 1.70

計 301 510 1.69 499 438 30 408 0.93 1.36 301 521 1.73 511 459 28 431 0.94 1.43 301 509 1.69 500 447 27 420 0.94 1.40

研究科 専攻，プログラム
入学
定員

志願者
志願
倍率

受験者 合格者 辞退者 入学者 歩留率
定員

超過率
入学
定員

志願者
志願
倍率

受験者 合格者 辞退者 入学者 歩留率
定員

超過率
入学
定員

志願者
志願
倍率

受験者 合格者 辞退者 入学者 歩留率
定員

超過率

総合科学研究科 総合科学専攻 50 76 1.52 75 72 6 66 0.92 1.32 50 69 1.38 68 62 5 57 0.92 1.14

口腔健康科学専攻 12 18 1.50 18 18 3 15 0.83 1.25

保健学専攻 34 39 1.15 39 37 2 35 0.95 1.03

機械システム工学専攻 28 44 1.57 44 37 3 34 0.92 1.21 28 47 1.68 46 38 2 36 0.95 1.29

社会基盤環境工学専攻 20 35 1.75 33 32 3 29 0.91 1.45 20 37 1.85 35 33 1 32 0.97 1.60

システムサイバネティクス専攻 34 74 2.18 72 61 0 61 1.00 1.79 34 67 1.97 65 55 1 54 0.98 1.59

情報工学専攻 37 75 2.03 70 60 3 57 0.95 1.54 37 65 1.76 63 54 3 51 0.94 1.38

生物資源科学専攻 24 33 1.38 33 31 3 28 0.90 1.17

生物機能開発学専攻 19 51 2.68 51 49 4 46 0.94 2.42

国際協力研究科 開発科学専攻 43 100 2.33 98 90 10 80 0.89 1.86 43 95 2.21 93 82 8 74 0.90 1.72

人間社会科学研究科 国際経済開発プログラム 30 35 1.17 35 34 3 31 0.91 1.03 30 35 1.17 35 34 3 31 0.91 1.03

機械工学プログラム 72 128 1.78 126 105 4 101 0.96 1.40 72 128 1.78 126 105 4 101 0.96 1.40

社会基盤環境工学プログラム 24 31 1.29 28 26 1 25 0.96 1.04 24 31 1.29 28 26 1 25 0.96 1.04

電気システム制御プログラム 32 71 2.22 70 59 6 53 0.90 1.66 32 71 2.22 70 59 6 53 0.90 1.66

情報科学プログラム 37 76 2.05 75 55 0 54 0.98 1.46 37 76 2.05 75 55 0 54 0.98 1.46

理工学融合プログラム（開発科学分野） 29 31 1.07 31 30 1 29 0.97 1.00 29 31 1.07 31 30 1 29 0.97 1.00

生物資源科学プログラム 35 43 1.23 43 42 0 42 1.00 1.20 35 43 1.23 41 38 1 37 0.97 1.06 35 43 1.23 42 40 1 40 1.00 1.14

食品生命科学プログラム 32 43 1.34 42 42 3 39 0.93 1.22 32 46 1.44 45 42 2 40 0.95 1.25 32 45 1.41 44 42 3 40 0.95 1.25

公衆衛生学プログラム 5 9 1.80 9 9 1 8 0.89 1.60 5 4 0.80 4 4 0 4 1.00 0.80 5 7 1.40 7 7 1 6 0.86 1.20

生命医療科学プログラム 5 7 1.40 7 7 1 6 0.86 1.20 5 8 1.60 8 8 1 7 0.88 1.40 5 8 1.60 8 8 1 7 0.88 1.40

計 289 506 1.75 493 452 30 422 0.93 1.46 301 473 1.57 463 401 19 381 0.95 1.27 299 504 1.69 493 439 27 412 0.94 1.38

資料5　関係研究科等の博士課程前期の過去5年間の入学志願状況等

工学研究科

平成29年度 平成30年度

令和2年度 5年平均

統合生命科学研究科

医系科学研究科

先進理工系科学研究科

生物圏科学研究科

平成28年度

令和1年度

医歯薬保健学研究科

生物圏科学研究科

医歯薬保健学研究科

工学研究科
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総合科学研究科 総合科学専攻 50 53 21 3 23 1 2 30 20 1 50 61 27 1 21 0 0 40 27 1 50 49 26 0 21 0 0 28 26 0

口腔健康科学専攻 12 19 4 3 13 0 1 6 4 2 12 13 0 1 11 0 1 2 0 0 12 13 0 1 13 0 1 0 0 0

保健学専攻 34 30 5 3 12 0 0 18 5 3 34 44 5 5 20 0 1 24 5 4 34 31 7 6 13 0 0 18 7 6

機械システム工学専攻 28 36 7 0 30 0 0 6 7 0 28 39 7 0 31 0 0 8 7 0 28 35 9 0 22 0 0 13 9 0

社会基盤環境工学専攻 20 28 5 0 23 0 0 5 5 0 20 35 10 0 24 0 0 11 10 0 20 34 8 0 26 0 0 8 8 0

システムサイバネティクス専攻 34 45 9 0 33 0 0 12 9 0 34 54 5 0 45 0 0 9 5 0 34 56 8 0 42 0 0 14 8 0

情報工学専攻 37 42 7 0 31 0 0 11 7 0 37 51 12 0 38 0 0 13 12 0 37 52 11 0 40 0 0 12 11 0

生物資源科学専攻 24 28 1 0 24 0 0 4 1 0 24 26 1 0 19 0 0 7 1 0 24 31 1 2 20 0 1 11 1 1

生物機能開発学専攻 19 48 4 1 32 0 1 16 4 0 19 43 4 0 33 0 0 10 4 0 19 46 5 0 32 0 0 14 5 0

国際協力研究科 開発科学専攻 43 79 65 61 9 1 10 70 64 51 43 65 55 51 8 0 9 57 55 42 43 73 65 53 7 1 10 66 63 43

計 301 408 128 71 230 2 14 178 126 57 301 431 126 58 250 0 11 181 126 47 301 420 140 62 236 1 12 184 138 50

研究科 専攻，プログラム
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総合科学研究科 総合科学専攻 50 66 49 6 7 0 1 59 49 5 50 57 31 3 18 0 1 39 31 2

口腔健康科学専攻 12 15 1 2 12 0 1 3 1 1

保健学専攻 34 35 6 5 15 0 0 20 6 4

機械システム工学専攻 28 34 8 0 24 0 0 10 8 0 28 36 8 0 27 0 0 9 8 0

社会基盤環境工学専攻 20 29 8 0 19 0 0 10 8 0 20 32 8 0 23 0 0 9 8 0

システムサイバネティクス専攻 34 61 14 0 44 0 0 17 14 0 34 54 9 0 41 0 0 13 9 0

情報工学専攻 37 57 19 0 36 0 0 21 19 0 37 51 12 0 36 0 0 14 12 0

生物資源科学専攻 24 28 1 1 21 0 0 7 1 0

生物機能開発学専攻 19 46 4 0 32 0 0 13 4 0

国際協力研究科 開発科学専攻 43 80 66 50 8 0 0 72 66 50 43 74 63 54 8 1 7 66 62 47

人間社会科学研究科 国際経済開発プログラム 30 31 29 28 1 0 0 30 29 28 30 31 29 28 1 0 0 30 29 28

機械工学プログラム 72 101 17 0 79 0 0 22 17 0 72 101 17 0 79 0 0 22 17 0

社会基盤環境工学プログラム 24 25 3 0 22 0 0 3 3 0 24 25 3 0 22 0 0 3 3 0

電気システム制御プログラム 32 53 10 0 42 0 0 11 10 0 32 53 10 0 42 0 0 11 10 0

情報科学プログラム 37 54 13 1 40 0 0 14 13 1 37 54 13 1 40 0 0 14 13 1

理工学融合プログラム（開発科学分野） 29 29 21 19 6 0 0 23 21 19 29 29 21 19 6 0 0 23 21 19

生物資源科学プログラム 35 42 5 1 31 0 0 11 5 1 35 37 9 0 25 0 0 12 9 0 35 40 7 1 28 0 0 12 7 1

食品生命科学プログラム 32 39 6 0 26 0 0 13 6 0 32 40 6 4 28 0 2 12 6 2 32 40 6 2 27 0 1 13 6 1

公衆衛生学プログラム 5 8 4 3 2 0 2 6 4 1 5 4 3 0 0 0 0 4 3 0 5 6 4 2 1 0 1 5 4 1

生命医療科学プログラム 5 6 3 1 1 0 0 5 3 1 5 7 1 2 1 0 1 6 1 1 5 7 2 2 1 0 1 6 2 1

計 289 422 182 61 198 0 3 224 182 58 301 381 112 54 244 0 3 137 112 51 299 412 138 61 231 1 8 181 137 53

医歯薬保健学研究科

資料6　関係研究科等の博士課程前期の過去5年間の入学者の状況

工学研究科

平成30年度

医系科学研究科

生物圏科学研究科

工学研究科

先進理工系科学研究科

統合生命科学研究科

5年平均

医歯薬保健学研究科

生物圏科学研究科

平成28年度 平成29年度

令和1年度 令和2年度

-学生確保(資料)ｰ37ｰ
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研究科 専攻
入学
定員

志願者
志願
倍率

受験者 合格者 辞退者 入学者 歩留率
定員

超過率
入学
定員

志願者
志願
倍率

受験者 合格者 辞退者 入学者 歩留率
定員

超過率
入学
定員

志願者
志願
倍率

受験者 合格者 辞退者 入学者 歩留率
定員

超過率

総合科学研究科 総合科学専攻 17 18 1.06 18 17 0 17 1.00 1.00 17 15 0.88 15 12 0 12 1.00 0.71 17 16 0.94 14 13 0 13 1.00 0.76

医歯薬保健学研究科 口腔健康科学専攻 4 2 0.50 2 2 0 2 1.00 0.50 4 1 0.25 1 1 0 1 1.00 0.25 4 5 1.25 5 5 0 5 1.00 1.25

機械システム工学専攻 9 5 0.56 5 5 0 5 1.00 0.56 9 7 0.78 7 7 1 6 0.86 0.67 9 9 1.00 9 9 0 9 1.00 1.00

システムサイバネティクス専攻 11 15 1.36 15 15 0 15 1.00 1.36 11 11 1.00 11 11 0 11 1.00 1.00 11 11 1.00 11 11 0 11 1.00 1.00

情報工学専攻 13 7 0.54 7 7 0 7 1.00 0.54 13 5 0.38 5 5 0 5 1.00 0.38 13 10 0.77 10 10 0 10 1.00 0.77

生物資源科学専攻 12 13 1.08 13 13 0 13 1.00 1.08 12 9 0.75 9 9 0 9 1.00 0.75 12 9 0.75 9 9 0 9 1.00 0.75

生物機能開発学専攻 12 8 0.67 8 8 0 8 1.00 0.67 12 8 0.67 8 8 0 8 1.00 0.67 12 6 0.50 6 6 0 6 1.00 0.50

国際協力研究科 開発科学専攻 22 26 1.18 26 26 4 22 0.85 1.00 22 27 1.23 26 24 5 19 0.79 0.86 22 25 1.14 24 21 6 15 0.71 0.68

計 100 94 0.94 94 93 4 89 0.96 0.89 100 83 0.83 82 77 6 71 0.92 0.71 100 91 0.91 88 84 6 78 0.93 0.78

研究科 専攻
入学
定員

志願者
志願
倍率

受験者 合格者 辞退者 入学者 歩留率
定員

超過率
入学
定員

志願者
志願
倍率

受験者 合格者 辞退者 入学者 歩留率
定員

超過率
入学
定員

志願者
志願
倍率

受験者 合格者 辞退者 入学者 歩留率
定員

超過率

総合科学研究科 総合科学専攻 17 23 1.35 23 23 0 23 1.00 1.35 17 18 1.06 18 16 0 16 1.00 0.94

医歯薬保健学研究科 口腔健康科学専攻 4 3 0.75 3 3 0 3 1.00 0.75

機械システム工学専攻 9 9 1.00 8 8 0 8 1.00 0.89 9 8 0.89 7 7 0 7 1.00 0.78

システムサイバネティクス専攻 11 9 0.82 9 9 1 8 0.89 0.73 11 12 1.09 12 12 0 11 0.92 1.00

情報工学専攻 13 3 0.23 3 3 1 2 0.67 0.15 13 6 0.46 6 6 0 6 1.00 0.46

生物資源科学専攻 12 10 0.83 10 10 0 10 1.00 0.83

生物機能開発学専攻 12 7 0.58 7 7 0 7 1.00 0.58

国際協力研究科 開発科学専攻 22 25 1.14 25 23 4 19 0.83 0.86 22 26 1.18 25 24 5 19 0.79 0.86

人間社会科学研究科 国際経済開発プログラム 5 12 2.40 12 11 0 11 1.00 2.20 5 12 2.40 12 11 0 11 1.00 2.20

機械工学プログラム 18 17 0.94 17 17 1 16 0.94 0.89 18 17 0.94 17 17 1 16 0.94 0.89

電気システム制御プログラム 8 7 0.88 7 7 0 7 1.00 0.88 8 7 0.88 7 7 0 7 1.00 0.88

情報科学プログラム 11 19 1.73 19 19 2 17 0.89 1.55 11 19 1.73 19 19 2 17 0.89 1.55

理工学融合プログラム（開発科学分野） 12 13 1.08 13 12 1 11 0.92 0.92 12 13 1.08 13 12 1 11 0.92 0.92

生物資源科学プログラム 15 7 0.47 7 7 0 7 1.00 0.47 15 6 0.40 6 6 0 6 1.00 0.40 15 7 0.47 7 7 0 7 1.00 0.47

食品生命科学プログラム 14 12 0.86 12 12 1 11 0.92 0.79 14 11 0.79 11 11 1 10 0.91 0.71 14 12 0.86 12 12 1 11 0.92 0.79

医系科学研究科 生命医療科学プログラム 3 0 0.00 0 0 0 0 - 0.00 3 1 0.33 1 1 0 1 1 0.33 3 1 0.33 1 1 0 1 1.00 0.33

計 104 88 0.85 87 85 7 78 0.92 0.75 86 86 1.00 86 84 5 79 0.94 0.92 98 88 0.90 87 85 6 79 0.93 0.81

資料7　関係研究科等の博士課程後期の過去5年間の入学志願状況等

工学研究科

先進理工系科学研究科

工学研究科

統合生命科学研究科

生物圏科学研究科

生物圏科学研究科

平成28年度

令和1年度

平成29年度 平成30年度

5年平均令和2年度

-学生確保(資料)ｰ38ｰ
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研究科 専攻

入
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外
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総合科学研究科 総合科学専攻 17 17 9 6 10 5 3 7 4 3 17 12 4 9 5 0 4 7 4 5 17 13 7 7 7 5 2 6 2 4

医歯薬保健学研究科 口腔健康科学専攻 4 2 0 0 2 0 0 0 0 0 4 1 0 1 1 0 1 0 0 0 4 5 3 0 5 3 0 0 0 0

機械システム工学専攻 9 5 4 0 2 1 0 3 3 0 9 6 4 2 2 2 0 4 2 2 9 9 7 1 1 0 0 8 7 1

システムサイバネティクス専攻 11 15 6 6 9 4 2 6 2 4 11 11 5 2 7 3 0 4 2 2 11 11 3 5 5 2 1 6 1 4

情報工学専攻 13 7 4 2 3 1 1 4 3 1 13 5 3 0 3 1 0 2 2 0 13 10 6 0 5 2 0 5 4 0

生物資源科学専攻 12 13 6 5 9 3 4 4 3 1 12 9 5 0 7 3 0 2 2 0 12 9 4 3 3 1 0 6 3 3

生物機能開発学専攻 12 8 3 3 4 1 1 4 2 2 12 8 6 1 2 1 0 6 5 1 12 6 4 2 2 2 0 4 2 2

国際協力研究科 開発科学専攻 22 22 20 13 11 10 7 11 10 6 22 19 18 9 9 8 5 10 10 4 22 15 15 8 12 11 4 3 4 4

計 100 89 52 35 50 25 18 39 27 17 100 71 45 24 36 18 10 35 27 14 100 78 49 26 40 26 7 38 23 18

研究科 専攻，プログラム
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総合科学研究科 総合科学専攻 17 23 12 6 7 4 0 16 8 6 17 16 8 7 7 4 2 9 5 5

医歯薬保健学研究科 口腔健康科学専攻 4 3 1 0 3 1 0 0 0 0

機械システム工学専攻 9 8 7 1 2 2 0 6 5 1 9 7 6 1 2 1 0 5 4 1

システムサイバネティクス専攻 11 8 2 4 3 1 0 5 1 4 11 11 4 4 6 3 1 5 2 4

情報工学専攻 13 2 0 1 1 0 0 1 0 1 13 6 3 1 3 1 0 3 2 1

生物資源科学専攻 12 10 5 3 6 2 1 4 3 1

生物機能開発学専攻 12 7 4 2 3 1 0 5 3 2

国際協力研究科 開発科学専攻 22 19 16 16 9 7 7 10 9 9 22 19 17 12 10 9 6 9 8 6

人間社会科学研究科 国際経済開発プログラム 5 11 11 9 1 1 0 10 10 9 5 11 11 9 1 1 0 10 10 9

機械工学プログラム 18 16 9 2 8 6 0 8 3 2 18 16 9 2 8 6 0 8 3 2

電気システム制御プログラム 8 7 0 5 0 0 0 7 0 5 8 7 0 5 0 0 0 7 0 5

情報科学プログラム 11 17 10 1 3 3 0 14 7 1 11 17 10 1 3 3 0 14 7 1

理工学融合プログラム（開発科学分野） 12 11 11 7 4 4 3 7 7 4 12 11 11 7 4 4 3 7 7 4

生物資源科学プログラム 15 7 1 3 3 1 0 4 0 3 15 6 4 1 2 1 0 4 3 1 15 7 3 2 3 1 0 4 2 2

食品生命科学プログラム 14 11 7 2 2 0 1 9 7 1 14 10 5 3 4 3 0 6 2 3 14 11 6 3 3 2 1 8 5 2

医系科学研究科 生命医療科学プログラム 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 1 0 0 0 0 1 1 0 3 1 1 0 0 0 0 1 1 0

計 104 78 45 33 27 15 8 51 30 25 86 79 51 28 22 18 3 57 33 25 98 79 48 29 35 20 9 44 28 20

令和1年度 令和2年度 5年平均

資料8　関係研究科等の博士課程後期の過去5年間の入学者の状況

工学研究科

平成28年度 平成29年度 平成30年度

先進理工系科学研究科

統合生命科学研究科

生物圏科学研究科

生物圏科学研究科

工学研究科

-学生確保(資料)ｰ39ｰ
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65 43 66.2% 5 7.7% 67 39 58.2% 9 13.4% 70 41 58.6% 11 15.7%

9 5 55.6% 3 33.3% 11 7 63.6% 2 18.2% 10 5 50.0% 1 10.0%

7 7 100.0% 0 0.0% 15 9 60.0% 3 20.0% 19 10 52.6% 6 31.6%

32 20 62.5% 11 34.4% 26 8 30.8% 8 30.8% 36 19 52.8% 7 19.4%

39 34 87.2% 2 5.1% 36 33 91.7% 1 2.8% 37 34 91.9% 3 8.1%

16 16 100.0% 0 0.0% 28 25 89.3% 1 3.6% 31 25 80.6% 3 9.7%

47 40 85.1% 6 12.8% 47 35 74.5% 8 17.0% 54 47 87.0% 3 5.6%

28 24 85.7% 3 10.7% 32 24 75.0% 5 15.6% 43 39 90.7% 2 4.7%

29 22 75.9% 6 20.7% 32 26 81.3% 4 12.5% 25 20 80.0% 4 16.0%

45 42 93.3% 0 0.0% 49 45 91.8% 3 6.1% 41 35 85.4% 3 7.3%

19 16 84.2% 3 15.8% 14 9 64.3% 4 28.6% 14 13 92.9% 1 7.1%

73 48 65.8% 13 17.8% 69 52 75.4% 6 8.7% 78 56 71.8% 14 17.9%

409 317 77.5% 52 12.7% 426 312 73.2% 54 12.7% 458 344 75.1% 58 12.7%

54 30 55.6% 6 11.1% 61 10 16.4% 17 27.9% 63.4 32.6 51.4% 9.6 15.1%

11 4 36.4% 1 9.1% 2 0 - 0 0.0% 8.6 4.2 48.8% 1.4 16.3%

11 7 63.6% 3 27.3% 0 0 - 0 - 10.4 6.6 63.5% 2.4 23.1%

25 13 52.0% 9 36.0% 5 3 60.0% 1 20.0% 24.8 12.6 50.8% 7.2 29.0%

39 32 82.1% 3 7.7% 35 26 74.3% 5 14.3% 37.2 31.8 85.5% 2.8 7.5%

34 27 79.4% 4 11.8% 26 24 92.3% 1 3.8% 27.0 23.4 86.7% 1.8 6.7%

55 51 92.7% 0 0.0% 54 45 83.3% 3 5.6% 51.4 43.6 84.8% 4.0 7.8%

47 41 87.2% 4 8.5% 53 40 75.5% 1 1.9% 40.6 33.6 82.8% 3.0 7.4%

26 22 84.6% 2 7.7% 3 3 100.0% 0 0.0% 23.0 18.6 80.9% 3.2 13.9%

42 40 95.2% 0 0.0% 5 2 40.0% 3 60.0% 36.4 32.8 90.1% 1.8 4.9%

10 8 80.0% 2 20.0% 2 0 0.0% 1 50.0% 11.8 9.2 78.0% 2.2 18.6%

62 25 40.3% 2 3.2% 74 40 54.1% 8 10.8% 71.2 44.2 62.1% 8.6 12.1%

0 0 - 0 - 35 30 85.7% 4 11.4% 17.5 15.0 85.7% 2.0 11.4%

0 0 - 0 - 37 32 86.5% 3 8.1% 18.5 16.0 86.5% 1.5 8.1%

1 1 100.0% 0 0.0% 4 2 50.0% 1 25.0% 2.5 1.5 60.0% 0.5 20.0%

0 0 - 0 - 3 2 66.7% 1 33.3% 1.5 1.0 66.7% 0.5 33.3%

0 0 - 0 - 31 16 51.6% 11 35.5% 15.5 8.0 51.6% 5.5 35.5%

417 301 72.2% 36 8.6% 430 275 64.0% 60 14.0% 461.3 334.7 72.6% 58.0 12.6%

-学生確保(資料)ｰ40ｰ
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22 11 50.0% 22 8 36.4% 19 9 47.4%

0 0 - 0 0 - 0 0 -

16 13 81.3% 12 9 75.0% 18 13 72.2%

3 2 66.7% 3 3 100.0% 9 8 88.9%

2 2 100.0% 4 3 75.0% 8 8 100.0%

5 5 100.0% 9 6 66.7% 13 9 69.2%

6 3 50.0% 10 6 60.0% 6 4 66.7%

12 5 41.7% 10 8 80.0% 14 12 85.7%

9 6 66.7% 8 5 62.5% 8 8 100.0%

5 5 100.0% 5 5 100.0% 5 5 100.0%

6 2 33.3% 15 8 53.3% 14 12 85.7%

86 54 62.8% 98 61 62.2% 86 54 62.8%

21 13 61.9% 11 6 54.5% 19.0 9.4 49.5%

2 1 50.0% 3 2 66.7% 1.0 0.6 60.0%

25 16 64.0% 23 15 65.2% 18.8 13.2 70.2%

8 7 87.5% 2 2 100.0% 5.0 4.4 88.0%

10 8 80.0% 7 5 71.4% 6.2 5.2 83.9%

7 6 85.7% 8 6 75.0% 8.4 6.4 76.2%

6 4 66.7% 10 9 90.0% 7.6 5.2 68.4%

8 5 62.5% 8 4 50.0% 10.4 6.8 65.4%

5 5 100.0% 8 7 87.5% 7.6 6.2 81.6%

3 3 100.0% 6 6 100.0% 4.8 4.8 100.0%

24 14 58.3% 9 5 55.6% 13.6 8.2 60.3%

119 82 68.9% 95 67 70.5% 102.4 70.4 68.8%
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